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　鉄道構造物の耐震設計では，耐震設計上の基盤面（工学的基盤
面）と呼ばれるせん断波速度が400m/sec程度の地盤において標
準地震動が設定されているため，設計地点毎に正確な工学的基盤
深度を求める必要がある。この際の地下構造推定手法としては主
にボーリング探査が用いられる。しかし軟弱地盤等では基盤が深
いために通常のボーリング探査では基盤位置の推定が困難な場合
がある。そこで重力および微動探査を用いて工学的基盤を推定し
た例について報告する。基盤深度既知点において本手法を用いる
ことで，手法の妥当性を確認した後，基盤未知点において本手法
を適用した。さらに得られた基盤構造を用いて地震応答解析を実
施することで，正確な地盤構造を推定することの重要性について
も示した。実設計で地盤が軟弱でボーリング探査において基盤深
度を推定できない場合については，各種物理探査手法を用いて基
盤位置を推定することが望ましい。

（鉄道総研報告，2008年3月号）

図　工学的基盤深度および地表面地震動の推定結果
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工学的基盤位置の推定

微動アレー探査
・軟弱地盤でも適用可能
・正確な地盤構造が推定可能

重力探査
・軟弱地盤でも適用可能
・地盤の3次元構造が推定可能

提案法（物理探査手法）

ボーリング探査
・正確な地盤構造が推定可能
・軟弱地盤等では適用が難しい

従来法では過小評価
してしまう可能性

地震応答解析（地表面地震動の推定）

従来法（一般的な手法）

地表面地震動の推定
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